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第Ⅰ部 ＳＤＧSの取組みについて



第1章 SDGsとは何か ― 基本の理解

SDGs（持続可能な開発目標）とは？

定義：将来世代のニーズを損なわず、現代のニーズを満たす開発

2015年 国連総会採択 ／ 17ゴール・169ターゲット ／ 2030年達成目標

理念：「誰一人取り残されない」社会の実現

環境・社会・経済の3層が土台（ウェディングケーキモデル）

今すぐ必要な理由：

取り組むほど機会が拡大、何もしないと脅威（人材流出・取引機会喪失）
が拡大

「まだ間に合う」― 誰でも、いつでも、今日から始められる

SDGs 17のゴール



SDGs17のゴールを「環境」「社会」「経済」の視点で整理

人間社会と経済活動の持続性は、環境を土台に成立している

環
境

社
会

経
済

（参考）ウェディングケーキモデル



第2章 なぜ取り組むのか ― 中小企業にとってのメリット

SDGs経営の4大メリット

60%
がSDGs企業の商品を購入したい

① 売上拡大につながる
消費者の6割がSDGsに取り組む企業の
商品を選ぶ（損保ジャパン調査）

4,000万円
まで低利融資（神奈川県）

② 金融支援が受けられる
かながわSDGsパートナー登録企業向け
低利融資・補助金など具体的支援あり

70%
の学生が志望度アップ

③ 優秀な人材を確保できる
SDGsへの取り組みで採用競争力が向上
若い世代から選ばれやすい企業になる

60.4%
が健康経営を就職決定の参考に

④ 従業員の満足・定着
健康経営・働きやすい職場で離職防止
社員の生産性・エンゲージメントが向上

SDGsへの取り組みは「コスト」ではなく「経営投資」 ― 行動するほど企業価値が高まる



第3章 今すぐできること ― 業種・規模を問わない第一歩

すでにやっていることがSDGsと紐づいている

お店・飲食業

マイボトル・マイバッグ推奨

紙容器・紙ストローへ切替

フードロス対策（子ども食堂連携）

フェアトレード商品の取扱い

量り売り・マイ容器導入

工場・製造業

3R推進Reduce/Reuse/Recycle）

省エネ・節水・緑化活動

再生可能エネルギーの利用

カイゼン活動・職場の5S

健康経営の推進

事務所・サービス業

照明のLED化・節電

ペーパーレス化（電子請求書等）

テレワーク・育児休業制度整備

営業車のEV化

長時間労働是正

社会貢献：地域清掃・高齢者声かけ・里山整備ボランティア ／ 男女・国籍問わず公正な賃金体系



第4章 目標・KPIの設定 ― 経営に組み込む仕組み（1/4）

バックキャスティング思考で目標を設定する

現在
2030年

バックキャスティング（推奨）

望ましい未来の姿を先に描き、
そこから逆算して今やるべきことを決める。
⇒ 高い目標がイノベーション・社会共感・モチベーション向上につながる

フォアキャスティング（従来型）

現状の技術・ビジネスモデルを前提に改善。将来目標は明示せず「できるとこ
ろからやる」

目標設定の4ステップ

① 重要課題の特定
（環境・人・社会）

→
② SDGsゴールとの

紐づけ → ③ 目標（Goal）設定 → ④ KPI設計・PDCAへ



■SDGsの目標（Goal）を設定した後は達成に向けたKPIの設定が必要に
なる。

■KPI（主要業績評価指標）とは？
設定した目標を達成させるための過程を示すのに必要な指標

「いつまでに、どのくらいの目標を達成できるのか」が必要

■KPIの設定が必要な理由
バックキャスティングで設定した大きなGoalに対して、達成迄のKPIを設定
することで設定したGoalに向けた具体的な道筋となる指標が明確になり、そ
の進捗状況をチェックすることで、PDCAを回せるようになる。

第4章 目標・KPIの設定 ― KPI設定の必要性(2/4）



• SDGsの目標

スタッフ部門

• 目標達成

のためのKPI

調達部門 製造部門 営業部門

廃棄物を減らそう

目標達成のためのKPIを設定することで、
「取組に対するモチベーションの向上」と「取組の進捗管理が」図れる。
KPIの設定による具体的な指標がないと、各部門、各自が別々の解釈をして行動し
てしまう。
明確な指標があることで、企業としての行動に直結し、PDCAも回していける。

リサイクル素
材の使用率を
〇％にする

原材料の廃棄率
を〇％削減する

返品率を
〇％に削減

する

書類のペーパー
レス化〇％実現

第4章 目標・KPIの設定 ― KPI設定の必要性（3/4)



第4章 目標・KPIの設定 ― 経営に組み込む仕組み（4/4）

「SMART」なKPI設計でPDCAを回す

S
Specific

具体的か？

目標は明確で
わかりやすいか

M
Measurable

計測可能か？

数値で成果を
評価できるか

A
Achievable

達成可能か？

現実的な努力で
達成できるか

R
Relevant

関連性があるか？

成果と指標に
関連性はあるか

T
Time-Bound

期限はあるか？

いつまでに達成
するかが明確か

KPI設計の具体例（次ページ参照）
重要課題 目標（Goal） KPI（例） 期限

エネルギー削減 地球環境負荷ゼロ工場 CO₂排出量 前年比△10% 2030年

廃棄物削減 プラスチック容器ゼロ 廃棄物リサイクル率 80% 2028年

安全な職場づくり 働きがいのある職場 離職率 3%以下 / 有給取得率80% 2027年

地域社会貢献 継続的参加・活動拡大 地域課題解決プロジェクト 年2件 毎年度

※ ベースラインを設定（特定時点 or 特定期間平均）し、前年実績を基に翌年KPIを見直すPDCAが重要



１）各目標設定の比較基準となるベースラインを決める

ベースラインを設定する方法

■特定の時点で決める方法
（2015年末の女性管理職数をベースにして
2026年の女性管理職数の増加率を決める）

■特定の期間で決める方法
（2024年～2026年3年間の平均産業廃棄物廃棄量を、
2016年～2018年の3年間の平均産業廃棄物廃棄量と比較して
削減目標を設定。短期的な変動の影響を排除する）

自社の目標にあわせて、どちらか適切な設定方法を使用してください

（参考）KPIの設定方法 ～ ベースライン



２）設定する目標のタイプを決める
■絶対目標（KPIの指標のみを考慮した目標）
例 2015年末の女性管理職数をベースにして

「2026年末の女性管理職数を50％増加させる」という絶対的な指標を目標とする
2015年末 女性管理職数 10人⇒2026年末 女性管理職数 15人

■相対目標（原単位に対する相対的な目標、KPIを算出の単位と比較する方法）

例 「企業の単位売上高に対する産業廃棄物の量を2023年から2026年までに25%削減する」
という相対的な指標を目標とする

売上1億円を単位売上と設定した場合、
2023年 売上10億円 廃棄量10ｔ
単位売上1億円に対して現状廃棄量1t

⇒0.75tに削減することを目標設定

2026年売上が12億円とすると廃棄量削減なしだと12ｔ
単位売上1億に対し排気量25％削減すると⇒９ｔ

⇒0.75t（1t当り排出量）×12億＝９t

（参考）KPIの設定方法 ～ 絶対目標と相対目標



（参考）



（参考）



（参考）



第5章 人を大切にするSDGs経営（1/2）― 経営課題トップは「人」

中小企業の最優先課題 × SDGs経営で一石二鳥

中小企業の最重要経営課題（2024白書）

人材の確保 46.
6%

人材の育成
13.1
%

財務・資金繰り
7.5
%

資金の確保
7.3
%

業務の効率化
6.8
%

どちらも「人と組織」の課題

5つの実践施策（人を大切にするSDGs経営）

① D&I（ダイバーシティ）

② 人材育成・教育支援

③ エンゲージメント向上

④ 柔軟な働き方

⑤ 健康経営

SDGs ゴール8「働きがいも経済成長も」
自社の人材課題の解決 ＝ 社会課題の解決



１．持続可能な成長の実現
・経営戦略と連動した人材マネジメントにより、長期視点での事業展開が可能

・経営戦略とリンクした人材戦略 ⇒ 持続的な企業価値の向上

２．人材の確保と定着
・特に若い世代から選ばれやすくなり、優秀な人材の確保と定着に寄与

３．イノベーションの促進
・多様な人材の活用や、社会課題解決への取り組みにより新たなビジネスチャンスや
イノベーションを生み出す可能性

４．従業員のモチベーション向上
・社会貢献につながる仕事に従事することで従業員の仕事への意義や満足度が向上

５. 企業イメージの向上
・SDGs経営に取組むことで顧客や取引先からの信頼が高まり、ブランド価値が向上



第5章 人を大切にするSDGs経営（2/2）― 健康経営の実践

健康経営 ― 従業員の健康を「コスト」から「投資」へ

健康経営とは
従業員の健康管理を経営的視点で捉え、戦略的に実践すること。
健康をコストでなく「企業成長のための重要な投資」と位置付け
る。

1. 健康宣
言
経営トップ
が表明

→

2. 体制整
備
担当者・方
法決定

→

3. 課題把
握
健診・アン
ケート

→

4. 計画・
実行
具体施策を
実施

→

5. 評価・
改善
効果測定し
PDCA

具体的な取り組み

運動促進 ウォーキング・昼休
みウォーク

食生活改善 ヘルシー弁当・低
カロリー自販機

禁煙支援 敷地内全面禁煙・禁
煙プログラム

メンタル対策 ストレスチェッ
ク・カウンセリング

過重労働対策 労働時間管理・
有給取得促進

女性の健康支援 女性特有の健
康課題の支援

60.4%
が健康経営への取り組みを
就職先決定の参考にする

出典：日経新聞社「働き方に関するアンケート」2023年9月

54.6%
が「心身の健康を保ちながら

働ける職場」を職場選びの条件に
出典：同上 就活生600人・転職者300人対象

人を大切にするSDGs経営 ＝ 自社の人材課題と社会課題を同時に解決する経営アプローチ



今日から始めましょう！
SDGs経営は「まだ間に合う」 ― 誰でも、いつでも、今日から

STEP 1

現状の棚卸し

日常業務の中でSDGsと
関連する活動を見える化

STEP 2

目標・KPIの設定

バックキャスティングで
2030年の姿を描く

STEP 3

宣言・発信・相談

「かながわSDGsパートナ
ー」への登録と伴走支援を
活用



第Ⅱ部 神奈川県中小企業診断協会
「SDGsプロジェクト」のご紹介



（参考）神奈川県中小企業診断協会とは

12階1201号室

738名（2025年3月）
SDGs

プロジェクト
（25名）



（参考）SDGsプロジェクトの歩み

第１期
（約25名）

2022年7月～ 2023年7月～

定例活動

公的機関との連携

実態調査・事例研究

セミナー開催

個社支援

2024年7月～

第３期
（16名）

体制強化

３つのSDGs分野に
特化して

チーム再編成

神奈
川県と
連携
協定
締結

第４期
（25名）

2025年7月～

第2期
（18名） 2025年2

月

SDGs普及促進
伴走支援



２．実態調査・事例研究

表紙
（PDF文

書）



◎5～10ページ単位でご紹介
→SDGs取組の背景まで詳説

ぜひ、ご一読ください

◎11者にインタビュー
→報告書（68ページ）を発行

新規掲載のご要望も承ります

２．実態調査・事例研究



◎セミナーコンテンツの開発
「３つチーム別」

◎セミナーへの登壇
「ご要望に応じてカスタマイズ」

茅ケ崎市 様

弊協会Webサイトから
お気軽にご相談ください

３．SDGsセミナー開催

テクニカルショウヨコハマ2025でのSDGsセミ
ナーの登壇「人を大切にするSDGs経営」



相模原市
様

◎SDGs経営相談会

SDGsセミナー後の個別相談会

◎専門家チームによる
伴走支援

４．個社支援／相談会

弊協会Webサイトから
お気軽にご相談ください

ご支援先は神奈川県SDGsパートナー登録及
び登録を目指す中小企業の皆様が対象とな
ります。



①分野別３チーム体制(２０２４年7月〜)

・３つの専門チーム化により、テーマ別に支援力を強化
・より多くの企業が取り組めるよう、広報・普及活動を拡大

◎事例調査、報告書の公開（Web）

・インタビューを含む

◎セミナー、経営相談会開催（リアル）

・動機付け／企業活動とSDGsの紐づけ
・教育訓練

◎企業様への伴走支援（リアル）

・SDGs経営の深化に向けた実践活動

a. SDGs経営チーム（SDGs経営全般の支援 ）
b. 環境チーム （脱炭素・省エネ
ルギーの支援）
c. 人・社会チーム （健康・ダイバーシティーの支
援）

５．経営支援体制の強化

→ 今後は、個社支援力を一層強化



個社支援事例紹介（５社様）



Ａ社様（鎌倉市）

１．会社概要

２．アドバイスを求められた内容・支援内容

項目 内容 備考

業種 内装材と呼ばれる建材の企画製造販売 調湿建材（ＳＤＧｓ建材）

設立 1998年11月

従業員数 ３名（うちパート１名）

アドバイスを求められた内容 支援内容（３回）

➀従業員の採用をしたい。 ➀ＨＰ、ＳＮＳでＳＤＧｓの取組みをわか
りやくす発信することでターゲット人材の
採用につなげる採用戦略を提案（ＨＰの見
直し提案を含む）

➁本業から逸脱しているように見える数々のＳ
ＤＧｓの取組みの中から１本筋が通った取組み
を選択して、それに注力してききたい。

➁まずＳＤＧｓ取組みの棚卸し作業を提案、
棚卸し結果を踏まえて、注力すべきＳＤＧ
ｓの取組みを提案。
あわせて「目指す姿」とそれに向けての
「ロードマップ」、「ＳＤＧｓがもたらす
経済効果」等を提案。





Ｄ社様（横浜市）

１．会社概要

２．アドバイスを求められた内容・支援内容

項目 内容 備考

業種 自動車販売・買取業 整備・板金・修理

設立 1998年7月

従業員数 30名

アドバイスを求められた内容 支援内容（３回）

➀SDGsの取組み自体は一定程度行って
おり、それを経営に活かしいくことに課題を
感じているが、何から始めたらいいかサポー
トしてもらいたい。

以下の５つの取組みについて提案のうえ支援。
➀経営層の意識を高める。当面の目標を設定
する。
➁中核従業員の理解を得て、現状認識を明確
にする。
③SDGｓと現在の業務との紐づけ作業を行う。
④自社の優れている点を、社外に対して情報
発信を行う。
⑤神奈川県SDGsパートナー登録を活用した
今後の経営展開を考える。



➀経営層の意識を高める。当面の目標
を設定する。
➁中核従業員の理解を得て、現状認識
を明確にする。
③SDGｓと現在の業務との紐づけ作
業を行う。
④自社の優れている点を、社外に対し
て情報発信を行う。

⑤神奈川県SDGsパートナー登録を活
用した今後の経営展開を考える。

➀経営層に当会作成の「ＳＤＧｓ基本のキ」を活用
して概要を知ってもらい、日常的な取組みがSDGｓ
活動であり、どのような企業であっても取組みが可
能で、取組みが経営に好影響を与えることを説明。
➀具体的な目標設定を支援。

➁従業員（10名）にも同様に説明会を実施。横浜市
SDGs認証“Y-SDGs”チェックシートの活用

➂中核従業員全員で業務との紐づけ内容のすり合わ
せを行い、内容を確定する。

➃自社の優れている取組みについてHP上での情報発
信を行う。

➄パートナー会への登録が実現し、他社との連携・
情報交換を行うことで、事業への波及方法を模索す
る。

【具体的支援内容】



Ｓ社様（藤沢市）

１．会社概要

２．アドバイスを求められた内容・支援内容

項目 内容 備考

業種 卸売業、小売業 学生服等のリユース

設立 2023年1月

従業員数 ー名 （代表のみ）

アドバイスを求められた内容 支援内容（３回）

➀中古学生服の調達チャネルの拡大（回収boxを４
~５か所設置場所を増やしたい）
➁閑散期（夏場）の売上対策（夏場の売上落ち
込みを何とかしたい）
➂利益管理の仕組み構築（現時点で利益管理が
不十分）

➀藤沢市内有力企業２社へ回収boxの設置の
具体的提案を実施し、好意的な反応を得ている
（回収拠点拡大の可能性大）。
➁閑散期対策として補修サービスを高知することで
競合店との差別化を図り、夏場の売上確保に向け
た具体策が明確になった。
➂現在使用しているエア・ペイレジによる分析ができ
るようサポートを実施。目標達成に向けて具体的
な計画立てられるようになった。



【ビジネスモデル】



Ｔ社様（川崎市・世田谷区）
１．会社概要

２．アドバイスを求められた内容・支援内容

項目 内容 備考

業種 業務用食品の製造・販売（含む献立作成） 給食業務受託

設立 1956年（昭和31年）4月

従業員数 452名 管理栄養士・栄養士 42名

アドバイスを求められた内容 支援内容（３回）

①「環境」に関する取り組みを地域と紐付けて何
かやりたいので、何ができるのかを含めて助言い
ただきたい。
②当社は「栄養士」、「管理栄養士」を多数抱え
ている。SDGsと絡めて自社の付加価値向上につな
がる取り組みについて助言いただきたい。
➂グループ子会社を含めて452名の従業員を抱え
ているが、健康経営の取り組みは「健康経営優良
法人」の認定申請をしたところ。これからステッ
プアップ（ブライト500、ネクストブライト
1000）をしていくための助言をお願いしたい。

➀➁➂外部環境の変化を踏まえて、1)卸の収益
性強化、2)冷凍総菜の縮小・撤退と工場の再定
義、3)（管理）栄養士の専門支援職化、4)ＤＸ
による非属人化と提案力強化、5)SDGs、健康
経営の営業資産化を柱とした３ヵ年の事業戦
略・３ヵ年ロードマップを提案。
➂健康経営に関しては、（管理）栄養士によ
る健康レシピの社員への提供、健康勉強会の
開催等を提案、あわせて健康KPI設定・達成を
目指すことでネクストブライト1000、ブライ
ト500の取得を目指すことを提案。





Ｂ社様（藤沢市）
１．会社概要

２．アドバイスを求められた内容・支援内容

項目 内容 備考

業種 教育・学習支援事業 2030 SDGsカードゲーム

設立 2021年4月

従業員数 ー名 （代表のみ）

アドバイスを求められた内容 支援内容（３回）

➀「2030 SDGsカードゲーム」の企業への提供
方法の助言（全体マネジメント、価格設定・マ
ネタイズの方法、企業選定・マッチング方法
等）
➁上記でカードゲームを提供した企業から
SDGsコンテンツの入手および、入手したSDGs

コンテンツの他企業への展開（SDGsの普及）に
関する助言
※マネタイズが安定稼働した段階で、小学校へ
の無償提供スキーム（企業スポンサーあり）も
考えたい意向あり。

➀➁販路開拓施策として、1)Ｚ大学での就活、
2)SDGsパートナーリスト活用、3)神奈川県の
マッチングシステム活用、4)金融機関体験会
について説明・提案。
➀➁目指すべきビジネスモデル例として、
有料体験会、企業研修、ウェビナー開催、
企業CSRスポンサー型、コーズマーケティン
グ連動型、自治体契約型、地域連携型、
SDGs認定企業プログラム型、企業顧問型に
ついて提案。
➀➁また、各モデルの実行計画とそのロー
ドマップを提案。





６／１２（金） ＳＤＧＳセミナーのご案内



お問い合わせ先

（一社）神奈川県中小企業診断協会 公益推進部

ＳＤＧｓプロジェクト

（メールアドレス）

ｋｓｄｇｓ＠ｓｉｎｄａｎ-ｋ．ｃｏｍ



神奈川県中小企業診断協会

本日は、ご清聴ありがとう
ございました。
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